
すべてのこどもが成長する場へのアクセス１００％をめざして 

 

新たな不登校が生じない体制づくり 在籍する学級に入ることが 

できない場合 

在籍する学校に通うことが 

できない場合 

自宅から出ることが 

できない場合 

不登校児童生徒への支援の充実 

【背景】 

○年々、不登校児童生徒が増加している。【米子市（学校組合）立小中学校 不登校児童生徒数 Ｈ２５…８６名→Ｈ２９…１６３名→Ｒ３…２２４名】 

○不登校児童生徒のうち、９０日以上欠席が約６割を占め、長期に及ぶ不登校児童生徒が多い状況にある。 

児童生徒が安心して教育を受けられる魅力ある学校づくり、個々の不登校児童生徒の状況に応じた支援の推進 

スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷｒ）活用事業 

【事業内容】 
○ＳＳＷｒを各学校へ派遣し、いじめ、不登校、暴力行為、虐待等の学校における生徒指導上の課題のうち、学校だけでは対応が困難な事 
 案について、関係機関と効果的・効率的に連携するためのコーディネート役を担う。 
○学校と協働して早期のアセスメントやプランニングを行う。また、必要に応じて、児童生徒や保護者へ直接支援を行う。 
【成果（例）】 
○関係諸機関の多面的、専門的な視点を学校に取り入れ、児童生徒や保護者に多様な選択肢を示すことができるようになった。 
○学校訪問回数が増加し、教職員、児童生徒、保護者に直接関りながらの状況把握や早期の支援を行うことができるようになった。 
【配置状況】Ｒ３：３名 → Ｒ４：８名（校区担当を配置することで、より機動的に学校と連携することができるようになった。) 

【事業内容】 
○米子市校内サポート教室を設置 
 し、支援員を配置し、学習支援 
 等を行う。 
【成果(例）】 
○児童生徒が過ごす安定した場所 
 が校内にあることで、「学校へ 
 の登校日数や滞在時間が増え 
 た」「在籍する学級で過ごすよ 
 うになった。」という変容が見 
 られた。 
【配置状況】Ｒ４：３中学校 

多様な学び推進事業 

【事業内容】 
○米子市車尾に当センターを開所、支援員を配置し、学校に通いづら 
 さを感じている児童生徒に対し、学習支援や教育相談等を行う。 
○家庭生活だけでは経験することができない地域での学習や体験学習 
 等を実施する。 
【成果（例）】 
○主として自宅で過ごしていた児童生徒が当センターに定期的に通 
 い、学習や諸活動を行うようになった。 
【利用状況】Ｒ５・１月末現在：約３０名 

教育支援センター～ぷらっとホーム～運営事業 

民間フリースクールへの補助事業 
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学校への登校という結果のみを
目標にするのではなく、児童生
徒が自らの進路を主体的に捉え
て、社会的に自立することをめ
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教育支援センター・校内サポート教室設置状況 

米子市教育支援センター～ぷらっとホーム～ 

（Ｒ４・８月開所） 

東山中学校校内サポート教室（市事業） 

（Ｒ３・８月～） 

淀江中学校校内サポート教室（市事業） 

（Ｒ４・４月～） 

弓ヶ浜中学校校内サポート教室（市事業） 

（Ｒ４・４月～） 

福米中学校校内サポート教室（県事業） 

（Ｒ２・４月～） 

後藤ヶ丘中学校校内サポート教室（県事業） 

（Ｒ３・４月～） 

米子市教育委員会 

こども総本部 

（Ｒ３・１２月～） 

【今後の展望】 

 ①「学んで楽しい学校づくり」の推進と「チーム学校」体制の確立  

 ②多様な学びの機会の保障、多様な自立の在り方に対する支援の充実 

  （教育支援センター、校内サポート教室、ＩＣＴ活用の充実） 

 ③保幼小中連携による児童生徒の自立や適応に向けた支援の充実 

 ④家庭支援の充実に向けた福祉部局との一体的取組の推進 

 ⑤こどもの活動と成長を支える学校と地域の連携強化 




